
［2018．平成30年度］

第47回 採石業務管理者試験

試  験  問  題

［注意］添付別紙の「注意事項」を必ず読んで解答してください。
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〔法令問題〕

（ア） （イ） （ウ） （エ）

（１） 岩石の採取 災害 安定供給 住民の利益

（２） 採石権 災害 採取の事業の

健全な発達

公共の福祉の増進

（３） 岩石の採取 資源の枯渇 採取の事業の

健全な発達

公共の福祉

（４） 採石権 資源の枯渇 安定供給 採石産業の発展

問１ 採石法第１条に定める法の目的に関する次の文中の （ア） ～

（エ） に入る語句として、採石法規上正しいものの組合せはどれ

か。（１）～（４）のうちから一つ選べ。

この法律は、（ア） の制度を創設し、岩石の採取の事業について

その事業を行なう者の登録、岩石の採取計画の認可その他の規制等

を行ない、岩石の採取に伴う （イ） を防止し、岩石の （ウ） を図

ることによって （エ） に寄与することを目的とする。
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〔法令問題〕

（１） 一つ

（２） 二つ

（３） 三つ

（４） 四つ

問２ 採石権に関する次の（ア）～（エ）の記述のうち、採石法規上正

しいものはいくつあるか。（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ア） 採石権は、地上権又は永小作権による土地の利用を妨げないもので

あれば、地上権者又は永小作権者の承諾がなくても設定できる。

（イ） 採石権の存続期間は、２０年以内であり、若し２０年より長い期間

が設定されている場合は、存続期間を２０年に短縮する。

（ウ） 採石権者は、採石権が消滅したときは、その土地を原状に回復し、

又は原状に回復しないことによって生ずる損失を補償して、土地を返

還しなければならない。

（エ） 経済産業局長は、道路、公園、図書館の敷地に対して採石権の設定

についての協議の許可を行ってはならない。
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〔法令問題〕

（１） 都道府県知事は、採石業務管理者が不在のまま２週間を経過した事務所が

存在するときは、その採石業者の登録を取り消すことができる。

（２） 採石業者が虚偽の申請により登録を受けていたことが判明し、登録の取消

し事由に該当することが明らかであるときは、都道府県知事は、公開の聴聞

を行わずに登録を取り消すことができる。

（３） 採取計画の遵守義務違反による認可の取消し処分を受けた採石業者に対し

て、都道府県知事は、違反のあった岩石採取場以外での採取計画についても

６箇月以内の期間を定めて事業の停止を命ずることができる。

（４） 採石法第３２条の１０第１項の事業停止命令に違反した者は、１年以下の

懲役若しくは１０万円以下の罰金に処せられ、又はこれを併科される。

問３ 採石業者の登録の取消し等に関する次の（１）～（４）の記述の

うちから、採石法規上誤っているものを一つ選べ。
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〔法令問題〕

（１） 岩石採取場において、生産する岩石の品質管理を行うこと。

（２） 採取計画を作成及び変更すること。

（３） 岩石の採取に伴う災害が発生した場合に、その原因を調査し、その対策を

講ずること。

（４） 岩石採取場において、生産量の調整を行うための需給計画に従って岩石の

採取が行われるよう監督すること。

問４ 採石業務管理者の職務に関する次の（１）～（４）の記述のうち

から、採石法規上正しいものを一つ選べ。
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〔法令問題〕

（１） 採石業者は、岩石の採取を行おうとするときは、岩石採取場ごとに採取計

画を定め、当該岩石採取場の所在地を管轄する都道府県知事又は指定都市の

長の認可を受けなければならない。

（２） 採取計画には、岩石の賦存の状況、採取をする岩石の用途及び廃土又は廃

石のたい積の方法を定めなければならない。

（３） 採取計画認可申請書には、岩石採取場からの岩石の搬出の方法及び当該岩

石採取場から国道又は都道府県道にいたるまでの岩石の搬出経路を記載した

書面を添付しなければならない。

（４） 採取計画認可申請書には、採石業者（法人にあってはその代表者及び業務

を行う役員）及び採石業務管理者が、暴力団員による不当な行為の防止等に

関する法律（平成３年法律第７７号）に定める暴力団員でないことを示す書

面を添付しなければならない。

問５ 採取計画の認可等に関する次の（１）～（４）の記述のうちから、

採石法規上誤っているものを一つ選べ。
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〔法令問題〕

（１） 都道府県知事又は指定都市の長は、採取計画に基づく岩石の採取により、

景観が損なわれることを理由として、認可を行わないことができる。

（２） 採取計画の認可を受けた採石業者は、当該認可に係る採取計画を変更しよ

うとするときは、必ずその認可をした都道府県知事又は指定都市の長の認可

を受けなければならない。

（３） 都道府県知事又は指定都市の長は、認可採取計画に基づいて行われている

岩石の採取が農業、林業若しくはその他の産業の利益を損じ、公共の福祉に

反すると認めるときは、採石業者に対し、当該認可採取計画の変更を命ずる

ことができる。

（４） 採取計画の認可を受けた採石業者が、その岩石採取場の所在地を管轄する

都道府県知事により採石業者の登録を取り消されたときであっても、認可を

受けた採取の期間を終了するまでは、当該岩石採取場における採取計画の認

可は、その効力を失わない。

問６ 採取計画の認可等に関する次の（１）～（４）の記述のうちから、

採石法規上正しいものを一つ選べ。
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〔法令問題〕

（１） 都道府県知事又は指定都市の長は、採取計画の認可を受けた採石業者が、

当該認可に係る採取計画に従って岩石の採取を行わなかった場合、その認可

を取り消し、又は１年以内の期間を定めてその認可に係る岩石採取場におけ

る岩石の採取の停止を命ずることができる。

（２） 都道府県知事又は指定都市の長は、岩石の採取に伴う災害の防止のため緊

急の必要があると認めるときは、採取計画の認可を受けた採石業者又は土地

所有者に対し、岩石の採取の停止を命ずることができる。

（３） 市町村長は、採石業者が現に岩石の採取を行っていない場合は、災害の発

生するおそれがあると認められても、都道府県知事又は指定都市の長に必要

な措置を講ずることを要請できない。

（４） 都道府県知事又は指定都市の長は、岩石の採取に伴う災害が発生するおそ

れがあり、市町村長から必要な措置を講ずるよう要請があったときは、必要

な調査を行い、その結果必要があると認めるときは、認可採取計画の変更命

令、緊急措置命令等による措置その他必要な措置を講じなければならない。

問７ 岩石の採取に伴う災害の防止に関する次の（１）～（４）の記述

のうちから、採石法規上正しいものを一つ選べ。
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〔法令問題〕

（１） 採取計画の認可を受けた採石業者は、当該認可に係る岩石採取場に係る廃

石のたい積したものを他人に譲渡したとしても、採取計画に従って災害の防

止に関する措置を講じなければならない。

（２） 採取計画の認可を受けた採石業者は、当該認可に係る岩石採取場の見やす

い場所に、氏名又は名称、登録番号その他の経済産業省令で定める事項を記

載した標識を掲げなければならない。

（３） 都道府県知事又は指定都市の長は、採取計画の認可を受けた採石業者が当

該認可に係る岩石採取場を廃止したときは、廃止の日から２年間は災害防止

命令を発することができる。ただし、岩石採取場の面積によっては廃止の日

から５年間は災害防止命令を発することができる。

（４） 既に廃止した岩石採取場において、災害防止命令を受けた採石業者は、こ

の命令に従って必要な設備をするまで災害防止の義務を課せられる。

問８ 採石法第３章第３節の雑則に関する次の（１）～（４）の記述の

うちから、採石法規上誤っているものを一つ選べ。
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〔法令問題〕

（１） 岩石運搬用道路の開設

（２） 現場事務所の開設

（３） 沈砂池の設置

（４） 破砕・洗浄・選別プラントの設置

問９ 岩石の採取を行う土地又はその附近において他人の土地を利用す

ることが必要且つ適当であって、他の土地をもって代えることが

著しく困難な場合、これを使用することができる目的として、採石

法規上正しいものはどれか。次の（１）～（４）の記述のうちから

一つ選べ。
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〔法令問題〕

（１） 文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号）に定める周知の埋蔵文化財包

蔵地において岩石の採取を行おうとするときは、文化庁長官の許可を受けな

ければならない。

（２） 森林法（昭和２６年法律第２４９号）に定める保安林内で岩石の採取を行

おうとするときは、都道府県知事に届け出なければならない。

（３） 大気汚染防止法（昭和４３年法律第９７号）に定める特定粉じん発生施設

を設置して岩石の採取を行おうとするときは、都道府県知事に届け出なけれ

ばならない。

（４） 自然公園法（昭和３２年法律第１６１号）に定める国立公園の普通地域に

おいて岩石の採取を行おうとするときは、環境大臣の許可を受けなければな

らない。

問 10 岩石の採取に伴う関係法令に関する次の（１）～（４）の記述の

うちから、正しいものを一つ選べ。

※一部の法律では、当該法の規定に基づき、事務の一部を都道府県知事や

指定都市の長等の権限として処理すること（以下「事務権限の移譲」と

いう。）ができる場合があるが、この問題においては、事務権限の移譲は

ないものとして解答すること。
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〔技術問題 ― 必須〕

（１）（ア）（ウ）（エ）

（２）（ア）（エ）（オ）

（３）（イ）（ウ）（エ）（オ）

（４）（イ）（エ）（オ）（カ）

問 11 爆薬・発破に関する次の（ア）～（カ）の記述のうち、正しいも

のの組合せを（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ア） クレータテスト（漏斗孔試験）の結果、Ｒ（漏斗孔の半径）とＷ（漏

斗孔の深さ）の関係がＲ＜Ｗの場合は、弱装薬である。

（イ） 採石で使用されるＡＮＦＯ爆薬（硝安油剤爆薬）は安価であるが爆

力が低い。その爆速はおよそ５，３００ｍ／ｓ程度である。

（ウ） 段発発破を行う際、前段の発破によって、隣接する後段の発破孔の

孔口付近のプライマリーが吹き飛ばされ、発破が失敗に終わることが

ある。この現象をカットオフと呼んでいる。

（エ） 一般のベンチ発破では最小抵抗線Ｗ及び孔間隔Ｄは、ベンチ高さＨ
の１／２よりも小さくするのが原則である。

（オ） 一般的な小割発破（せん孔法）での装薬量の計算は、次式が用いられる。

Ｌ＝Ｃ・Ｄ３

ここに、Ｌ：薬量（ｇ）、Ｃ：発破係数、Ｄ：岩塊の直径（ｃｍ）

（カ） ワイドスペース発破法は、最終残壁面の仕上げ等に用いられる発破

法で、発破によるバックブレークが残壁内部に入らないよう、あらか

じめ遮断線を設ける方法である。
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〔技術問題 ― 必須〕

（１）  ９００ｍ

（２） １，１００ｍ

（３） １，３００ｍ

（４） １，５００ｍ

問 12 ある露天採掘場におけるダンプトラックのサイクルタイムが１９

分であった。積込時間などの条件が以下のとき、原石の積込場から

ホッパまでの片道距離は計算上何ｍになるか。（１）～（４）のう

ちから一つ選べ。なお、サイクルタイムは、積込時間、往復の運搬

時間、および、ホッパへの投入時間と待ち時間の合計である。

条件１ 積込時間は３分である。

条件２ ホッパへの投入時間と待ち時間の合計は７分である。

条件３ 実車時の平均速度は１０ｋｍ／ｈである。

条件４ 空車時の平均速度は１５ｋｍ／ｈである。
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〔技術問題 ― 必須〕

（１） フローシートは原石の種類、製品の用途、１日の運転時間等基本的な条件

を十分に把握したうえ、各機械の長所を取り入れ、その組合せを考えるなど

総合的な検討を加えなければならない。

（２） 原石の状況や製品の用途に応じて、乾式工程のプラントと湿式工程のプラ

ントがある。

（３） フロー全体の処理能力の計算は下流から順次上流側に進めて行き、機種・

寸法等の決定は各機械のカタログに記載の供給可能最大塊寸法、出口セット

調整範囲、処理能力等をもとにして各機械のバランスを考慮して行う。

（４） フロー全体の処理能力の計算において最も重要なことは、原石を実機テス

トにより、処理能力、破砕粒度分布とその性状を把握することである。

問 13 破砕プラントでの材料の流れ（フロー）に関する次の（１）～（４）

の記述のうちから、誤っているものを一つ選べ。
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〔技術問題 ― 必須〕

（１）（ア）（ウ）

（２）（ア）（エ）

（３）（イ）（カ）

（４）（エ）（オ）（キ）

問 14 採石全般に関する次の（ア）～（キ）の記述のうち、誤っている

ものの組合せを（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ア） 発破によって小割を行う方法としては、せん孔法、蛇穴法、張付発

破法などがあるが、このうち、同量の岩石を最も少ない薬量で小割で

きるのは張付発破法である。

（イ） ベンチカット法は山頂型ベンチカット法、山腹式ベンチカット法及

び掘り下がり型ベンチカット法に大別されるが、残壁の崩壊等による

災害の防止、採掘跡地の利用には山頂型ベンチカット法による採掘が

有利である。

（ウ） 発破係数の算出に用いるてん塞係数は通常、てん塞が完全な場合に

１．０であり、てん塞が不完全になるほど、１．０より大きくなる。

（エ） 汚濁水処理の対象となる懸濁粒子で、ストークスの式が成立する場

合、粒子の直径と沈降速度は比例する。

（オ） 湿式砕石生産施設で発生する脱水ケーキの含水率は２０～３０％程

度である。

（カ） ベンチカット法で風化岩石を採掘する場合、原則として採掘作業中

のベンチの高さは５ｍ以下とする。

（キ） 堆積場の安定計算を円弧すべり面法によって行う場合、堆積場の安

全率は１．２以上とする。
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〔技術問題 ― 必須〕

問 15 露天採掘および斜面崩壊に関する次の（ａ）～（ｆ）の文中の

（ア） ～ （カ） に入る語句、数値として、正しいものの組合せは

どれか。（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ａ）立坑式ベンチカット法とは、立坑を山頂または山腹に開坑し、立坑に

起砕岩石を投入しながらベンチカットを展開する方法である。この方

法の利点は運搬費が安く、ベンチ採掘作業と下部の運搬作業が立坑に

より分離されているので、（ア） がない。また、運搬系統が集約され

ているので、自動化が容易にできる。

（ｂ）ベンチカット法による砕石用原石の採掘では、通常の場合、一段の法

面傾斜は原則７５°以下とし、平均傾斜を （イ） 以下とする。

（ｃ）岩盤の不連続性が大きい場合は、発破に頼ることなくリッピング工

法による採掘が可能である。岩盤のひび割れ状態を把握するために

（ウ） の測定が有効である。新鮮岩ほど （ウ） の値は大きく、ひび

割れが発達するほどその値は小さくなる。

（ｄ）斜面崩壊の前兆として岩盤掘削中に地下水が浸透あるいは （エ） し

たり、断続的な落石があったりする。

（ｅ）斜面の安定性は、岩盤中の間隙水圧が高くなると著しく低下する。岩

盤における （オ） は斜面内の地下水位を下げ、間隙水圧を低下させる

ため、斜面の安定化にとって効果的な方法である。

（ｆ）冬季に起こる現象として岩盤のき裂中の水が寒気のために凍り、その

際、（カ） による強い圧力で、き裂が広がり落石の原因となる。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）

（１） 相互かい離 ６５° 弾性波速度 噴出 地盤改良工 膨張

（２） 相互干渉 ６５° 比抵抗 湧出 地盤改良工 圧縮

（３） 相互干渉 ６０° 弾性波速度 噴出 水抜き工 膨張

（４） 相互かい離 ６０° 比抵抗 湧出 水抜き工 圧縮
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〔技術問題 ― 選択〕

問 16 図に示すような二つの抵抗Ａ、Ｂと直流電圧からなる回路がある。

抵抗Ａの抵抗値は３Ω、抵抗Ｂの抵抗値は６Ωであり、並列に結

線されている。直流電圧の大きさは３０Ｖである。下記文中の

（ア） と （イ） に入る数値として正しいものの組合せを次の

（１）～（４）のうちから一つ選べ。

抵抗Ａを流れる電流の大きさは抵抗Ｂを流れる電流の大きさの

（ア） 倍であり、抵抗Ａで１秒間当たりに発生する熱量は抵抗Ｂ
で１秒間当たりに発生する熱量の （イ） 倍である。

（ア） （イ）

（１） ２ ２

（２） ２ ０．５

（３） ０．５ ２

（４） ０．５ ０．５

抵抗 Ａ＝３Ω

抵抗 B＝６Ω

電圧＝３０Ｖ
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〔技術問題 ― 選択〕

（１）（ア）と（イ）

（２）（ア）と（ウ）

（３）（イ）と（エ）

（４）（ウ）と（エ）

問 18 ベンチカット法に関する次の（ア）～（エ）の記述のうち、正し

いものの組合せを（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ア） 砕石用原石の場合、せん孔機、積込機や浮石処理等の中型の重機等

の関係から、ベンチの高さは２０ｍ程度が適当とされる。

（イ） 立坑式ベンチカット法は、わが国の石灰石露天掘鉱山で多く見られ

る方法である。

（ウ） ベンチの方向は、できるだけ北向きに設定することが望ましい。

（エ） 道路運搬式ベンチカット法は、原石山の開発当初や比較的なだらか

な地形に適している。
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〔技術問題 ― 選択〕

（１）	（ア）と（ウ）

（２）	（ア）と（エ）

（３）	（イ）と（ウ）

（４）	（イ）と（エ）

問 19 坑内採掘に関する次の（ア）～（エ）の記述のうち、正しいもの

の組合せを（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ア） 採掘場の深度が深くなるほど残柱に加わる荷重が大きくなり、深度

が浅い場合より地表陥没が起きやすくなる。

（イ） 一般に、湿潤した岩石の強度は、乾燥した岩石の強度より小さくなる。

（ウ） 坑内採掘では、表土や岩石など風化部分の厚さを除いた有効な天盤

厚さ５０ｍ以上の岩盤を残さなければならない。

（エ） 坑内採掘における自然通気では、入気坑道と排気坑道との気温差が

あることに加え、両坑道の坑口の標高差を小さくすることが必要である。



― 20 ―

〔技術問題 ― 選択〕

（１） 沈降分離によって固体と液体とを分離する方法に自然沈降と凝集沈降があ

る。自然沈降は薬品を加えるなど化学的・物理的な操作を加えることなく、

個々の粒子を単独に沈降させて、固体を分離する方法であり、凝集沈降は凝

集剤を加えて粒子を凝集させて大きな粒子とし、沈降し易くして固体を分離

する方法である。

（２） 汚濁水が沈殿池に流入して、ちょうど沈殿池内に滞留している時間（滞留

時間）で池底に達する粒子の沈降速度を限界沈降速度という。沈降速度が限

界沈降速度より遅い小さい粒子はすべて沈殿池に堆積する。

（３） 処理水量と沈殿池の表面積とから、その沈殿池で除去できる粒子の沈降速

度が定まり、除去しようとする粒子群のうちの最も小さい沈降速度（限界沈

降速度）と処理水量とがわかれば所要の沈殿池の表面積が定められる。

（４） 沈殿池の深さは、掃流現象が起こることによって沈殿物が再懸濁するおそ

れのない水深を考慮し、これに沈殿物を池底に堆積させるのに必要な深さを

加えた深さにすればよい。

問 20 沈殿池の設計に関する次の（１）～（４）の記述のうちから、誤っ

ているものを一つ選べ。
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〔技術問題 ― 選択〕

（１） 遠心力集じん装置は、一般に基本流速が小さいほど集じん率は高くなるが、

限界を超えるとかえって集じん率が低下する。

（２） バグフィルターは、基本流速が大きいほど細かいダストが捕集できるが、

他の集じん装置に比較して、基本流速は桁違いに小さい。

（３） 電気集じん装置においては、湿式では、集じん極表面に形成された水膜の

ガス流による波立ちを考慮し、基本流速は一般に３ｍ／ｓ程度に抑えられる。

（４） 一般に、ベンチュリスクラバーは、一定の適切な基本流速の範囲内であれ

ば、流速が小さいと集じん率は向上する。

問 21 集じん装置で採用される基本流速に関する次の（１）～（４）の

記述のうちから、正しいものを一つ選べ。
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〔技術問題 ― 選択〕

（１）（ア）（イ）（エ）

（２）（ア）（ウ）（エ）

（３）（イ）（ウ）（オ）

（４）（ウ）（エ）（オ）

問 22 基礎地盤、築堤材料及び堆積物に対して行う土質試験に関する次

の（ア）～（オ）の記述のうち、正しいものの組合せを（１）～（４）

のうちから一つ選べ。

（ア） 土の含水比は、土塊を構成している土粒子・水・空気のうち、土粒

子に対する水の質量比を百分率で表したものである。

（イ） 土の粒度試験は土を構成する土粒子の粒径の分布を求める試験であ

る。原則として、粗粒分はフルイ分析により、細粒分は沈降分析によ

り分析する。

（ウ） 締固め試験において、含水比を小さな値から大きな値へ変化させる

と乾燥密度は小さくなるが、さらに含水比を大きくすると乾燥密度は

増加する。

（エ） 一面せん断試験において、垂直応力を変えて複数の試験を実施し、

破壊時に計測されたせん断応力と垂直応力をプロットすると、概ね直

線関係を得ることができる。これがクーロンの破壊規準である。

（オ） 垂直力を一定に保った一面せん断試験は、せん断に伴う供試体の体

積変化は生じない。
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〔技術問題 ― 選択〕

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）

（１） 敷地境界 ワイドスペース発破 ２ ２０ １５

（２） 頂上部地並 ワイドスペース発破 ５ １５ １５

（３） 敷地境界 プレスプリッティング発破 ５ １５ １０

（４） 頂上部地並 プレスプリッティング発破 ２ ２０ １０

問 23 露天採掘終了時の残壁処理に関する次の記述の （ア） ～ （オ）

に入る語句および数値として、正しいものの組合せはどれか。（１）

～（４）のうちから一つ選べ。

階段採掘法では、採掘箇所の （ア） から順次下部地並に向かって採取を

進めてゆくのが原則であるから、上部地並の採掘面の採掘が、最終残壁の

予定位置に近づいた段階で、その位置に （イ） 等を行う。

砕石用原石採取場では、残壁の小段幅は （ウ） ｍ以上、小段高さは

（エ） ｍ以下が原則であるが、残壁高さが１００ｍを超える場合は、残壁

上部の小段高さを５～１０ｍ以下、底部小段幅を （オ） ｍ以上にするなど、

斜面安定に寄与する方策を採ることが必要である。
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〔技術問題 ― 選択〕

（１）（ア）と（イ）

（２）（ア）と（ウ）

（３）（イ）と（エ）

（４）（ウ）と（エ）

問 24 緑化に関する次の（ア）～（エ）の記述のうち、正しいものの組

合せを（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ア）	 傾斜４０°の残壁斜面では、高木が優占する植物群落の復元が可能で

ある。

（イ）	 エニシダ、ヤマハンノキは、根粒細菌を共生する肥料植物である。

（ウ）	 草本と木本を混播する場合には、単位面積あたりの草本の播種量を

草本のみの場合よりも、増やす必要がある。

（エ）	 緑化工の対象斜面の土壌硬度を山中式の土壌硬度計で測定したとこ

ろ、硬度目盛りが２０ｍｍであったので、木本・草本の根系の伸張が

十分期待できる。
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〔技術問題 ― 選択〕

（１）（ア）（イ）（ウ）（オ）（カ）（キ）

（２）（ア）（ウ）（エ）（オ）（キ）

（３）（イ）（エ）（カ）（キ）

（４）（ア）（エ）（カ）

問 25 石材及び石材採取に関する次の（ア）～（キ）の記述のうち、誤っ

ているものの組合せを（１）～（４）のうちから一つ選べ。

（ア） クオリーバードリル連続せん孔切断法の欠点の一つは、ジェットバー

ナ法に比べ、切断幅が広く、歩留まりが低いことである。

（イ） 石材に用いられる花こう岩を構成する主たる鉱物は、石英、長石及

び雲母である。

（ウ） 凝灰岩や安山岩は、２００℃くらいに加熱されると圧縮強度は若干

増加するが、さらに加熱して温度が５００～６００℃になると、圧縮

強度は逆に著しく低下する。

（エ） 一般にジェットバーナ法は、石英含有率の高い岩石ほど切断しにく

い傾向がある。

（オ） 石材のうち硬石に分類されるものの吸水率は３％未満と規定されて

いる。

（カ） 石材採取現場で使用される導火線の燃焼速度は、１ｍ当たり約

１３０秒程度である。

（キ） 割ぐり石で「うすっぺら」と表示されるものは、厚さが幅の１／３

以下のものをいい、「細長」とは、長さが幅の２倍以上のものをいう。


